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海底マンガン鉱床の生成環境と元素濃集プロセスの解明に向けて：北西太平洋域を
フィールドとした総合調査と微細スケール解析
Growth Process and Metal Accumulation of Hydrogenetic Ferromanganese Crusts: Joint
Study in the NW Pacific Seamounts
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鉄・マンガン酸化物は、遠洋域の海山や海台，深海盆などにおいて，マンガンクラストや団塊として，広く分布する。
また，種々の希少金属元素（Co, Ni, Cu, Pt, REEなど）を含有することから資源的価値が注目されている。一方、その成
長速度は非常に遅い（数百万年に 1cm程度）連続成長するため、ある種の圧縮された堆積物コアのごとく、長レンジの
海洋環境変動を記録する化学堆積岩としての展開も期待されている。さて，我が国周辺，北西太平洋域での系統的な調
査は殆ど実施されてこなかったが，今から３年ほど前より，拓洋第５海山，九州パラオ海嶺，大東海嶺，四国海盆域な
どにおいて，マンガンクラストを対象として，３年ほど前から，ROV（ハイパードルフィン 3K）を用いたマッピングと
サンプリングを実施している．その分析・解析に基づいて，１）マンガンクラストの詳細分布の実態解明，２）現世海
洋環境とクラスト生成との関連，３）過去数千年に遡った海洋環境変動の復元解析，４）有用金属元素の鉱物化学形態
の把握を目的として共同研究チームを立ち上げ，遅疑のような研究課題を実施中である．

-表層から基盤までのクラスト断面の微細構造・鉱物組成の変化
-ベリリウム，オスミウム同位体による年代測定
-表層 1mm部分の化学組成の水深方向変化
-マンガンクラストを鉱床，鉱石と見なし，資源経済的データを収集（高知大学）
-基盤岩の生成年代，金属フラックスの算定，残留磁化測定など

　いままでに，酸化物や鉱物組成変動プロファイルの広域的対応，水深 3000-6000mに及ぶ深海域での分布パターン，
特定元素の微小スケール時代変動の明かな相関関係などが明らかとなってきた．ここでは知見を整理して今後の課題を
指摘したい．
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